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B－137　被服における琉桶の配色・イメージ｀と効果
　　　　椙山せ客園大言政○加藤容枝椙山藤子
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　目的被服における稿状の用途lま夜来よ'J極のZ 多い。そこ之■等巾周席の2色色配した

殲柄のへヽ－シツクワンピースど着用したさいのイメージ乞明らヵ＼にするとともにイメ-ジ

と配色の関係を瀬討したい固性のｵ目朧，扇の太こを考麗しカラーシミュしーダーを用い

て配色乞炭化したもの息評定し仁この評定値を因子分析レこイメージを求め, MDA一

ｕｏにより評価語と配色構威色の配置と求め, 巳-ij型数量化去べよっ乙＆イメージに厠す

るさ盾湖成之行い, J高の太ごと⑥|生の相違による配色効果にフい乙検討しに

　方法屏巾周隔の稿柄O.7リArm巾を用いて, ペ―ジヽソワワンピースを個性の異なるモ

テル2兄に着用させカラーシミュしーダ一により，各モデレ楯の太,き毎に基本色12色

左用いて2色のすべこ.の組合亡をカ-a ―スライドにし几。着装のイメージを求のる既の，

　15形吝総対を送出レ永享宮生と被験洒としてSD去による5殴賄斜面£行っ匹この

染均直より史因子解による因子分柏と行卜各因子£代表する評価語を用いてMDA～UO

により解析レ評価語と膜渋色の配置を求め尽色とイメージの圈係を追求するとともに

eu型数量化去によナイメージ之代表するもののな鳳構成之行っ尚

　丿酒果補涵ワンピースのイメージは才一因子が力量.オ２因子庇舌動オ３囚子は評価

オん因孝則

配色し良縞はほっそり. ごっら活動の回子においても地味老オ一ヽノド■ソクスraイメージ

邑与九る。評価の因答ぼ濾い色との配色呟調ｵﾛﾚひ?翫てあう。暇々ヽさの因子uつい7

l頷貫色系の色が暖/フ,＜　＜どい。いブ化の因子に七個性づ座巾の影響郎

B－138　被販の着荻劾果と顔の形外的因子との関係にうぃての研鬼（第3報）
　　　　　名海栗々火・生研　　o壁谷久代条条一枚篠原;!みえ　畠ふ、妃美子

　目的瀬服を$装する場合，その色，柄.デザイン等が着装肴の個柱に盛冶Lてぃるヵヽ

否か･3被服の伯値を丈さく左右寸るものと考えられる。しヵヽしその評廊3 趣味. 嗜好や経

験に頼っているのが現択で'ある。そこで今回･3 茄報の眉. 眼に引統^鼻ロ.顔型き取り

よIf-官能検査町才い。個性に友さく影響する各凶子1導? ih寸ことにけこ. ^fお，これ

らの希果色基,べT.最終的にn蔵服のMχ効果と･^関係と明りヽにIT'い。

　方法　l）本学学生z22名・顔写真,こxる鼻，ロ，顔型の類型化の資料を用いてs v広

による官能検査を行。た。:<､昴集と数値化し，どの因子が大？く影響すいヽについて重

回帰分斯乞行。た。2)上記の鼻。a, 顔型に加えて眉』艮の春因子を各々組み冶ヽわせて

200種類の顔面の試料を作成し官能襖査を行い, 更u顔面の各形態,的因子t個柱との関

係を重回帰分苛てヽ’明ら力ヽに・ると共にクラAタ- 分前によ’)試料分類を試みft。

　蔀栗　1）鼻，a. m.型I- っいｌ官能検査１行。た類果。鼻で13鼻幅の叉のむのが，ま

reロで|コ口裂長，ロ厚径ヵヽ;人のものON,顔型では角形八強いという傾向き示けこ。Wヽおロ

の重回帰や聘m紬莱て･■IJロノ!拿径が最lﾉX.?く寄与にいること以認められTこ, 2 ）顔面全

斗の官能値iﾆついて各形各詞対ごとに重回帰分ダに行っμところ. 辣い一弱いて･ヽla眉角皮

斌。明るい一暗い，雙ってぃる一整-.ていVいてヽヽm歌の面積政あhた力ヽい一冷μいて■･ は

眼角度が最も寄-§-してぃると口う昂釆であった. t r-クラスター分吟においてn ｡ 強いー

弱いの恥響ヵ僕･められ類似ﾉS匹て･･犬さく3鮮に分類t' れにが，生体へと恚艮で七る試料

･3重回帰座杵昴莱と冶ヽわ一也そS,収寸る。




